
【表紙】

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成20年８月８日

【四半期会計期間】 第34期第１四半期（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

【会社名】 株式会社　アイビー化粧品

【英訳名】 IVY COSMETICS CORPORATION

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　白銀　浩二

【本店の所在の場所】 東京都港区赤坂六丁目18番３号

【電話番号】 ０３（３５６８）５１５１（代表)

【事務連絡者氏名】 執行役員　管理グループ担当　　中山　聖仁

【最寄りの連絡場所】 東京都港区赤坂六丁目18番３号

【電話番号】 ０３（３５６８）５１５１（代表)

【事務連絡者氏名】 執行役員　管理グループ担当　　中山　聖仁

【縦覧に供する場所】 株式会社ジャスダック証券取引所

（東京都中央区日本橋茅場町一丁目４番９号）

EDINET提出書類

株式会社アイビー化粧品(E01035)

四半期報告書

 1/21



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第34期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第33期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 602,282 5,153,536

経常損失（△）（千円） △516,582 △82,996

四半期（当期）純損失（△）

（千円）
△317,880 △144,870

純資産額（千円） 2,566,728 3,101,321

総資産額（千円） 5,207,866 6,027,788

１株当たり純資産額（円） 118.17 142.78

１株当たり四半期（当期）

純損失金額（△）（円）
△14.63 △6.67

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額（円）
－ －

自己資本比率（％） 49.3 51.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
79,558 8,800

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△28,172 △135,567

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△346,102 △15,982

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高（千円）
869,193 1,163,862

従業員数（人） 219 200

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期

（当期）純損失であるため記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。

３【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 219 (28)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は当第１四半期連結会計期間の平均人員を（　　）外数で記載しており

ます。

(2）提出会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 216 (28)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は当第１四半期会計期間の平均人員を（　　）外数で記載しておりま

す。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当社グループは化粧品の専門メーカーとして、同一セグメントに属する化粧品の製造、販売を行っているため、生産

実績の事業の種類別セグメントの情報の記載は省略しております。 

　当第１四半期連結会計期間の化粧品部門の生産実績を品目別に示すと、次のとおりであります。 

　
　品目別

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

 金額（千円）

　 スキンケア 787,215

　 メークアップ 81,563

　 ヘアケア 49,924

　 その他 1,486

アイビー化粧品計 920,190

アイプラティナ －

合計 920,190

(注) １．金額は、販売価格で表示しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）商品仕入実績 

　当社グループは化粧品の専門メーカーとして、同一セグメントに属する化粧品の製造、販売を行っているため、商品

仕入実績の事業の種類別セグメントの情報の記載は省略しております。 

　当第１四半期連結会計期間の商品仕入実績を品目別に示すと、次のとおりであります。 

　
品目別

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

 金額（千円）

　 美容補助商品 23,425

 化粧雑貨品等 5,657

アイビー化粧品計 29,082

アイプラティナ －

合計 29,082

(注) １．金額は、仕入価格で表示しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

当社グループは受注生産を行っておりませんので、該当事項はありません。
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(4）販売実績

　当社グループは化粧品の専門メーカーとして、同一セグメントに属する化粧品の製造、販売を行っているため、販売

実績の事業の種類別セグメントの情報の記載は省略しております。 

　当第１四半期連結会計期間の販売実績を品目別に示すと、次のとおりであります。 

品目別
　

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

金額（千円）

 

 スキンケア 376,800

　 メークアップ 96,565

　 ヘアケア 30,919

　 その他 9,291

　 化粧品合計 513,576

　 美容補助商品 73,643

　 化粧雑貨品等 14,258

アイビー化粧品計 601,478

アイプラティナ 804

合計 602,282

(注) １．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．当社グループでは、主として第２四半期及び第４四半期に集中して売上高が発生するため、通常、第１四半期連

結会計期間及び第３四半期連結会計期間の売上高は、他の四半期連結会計期間の売上高と比べ著しく低くなっ

ております。　

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

(1）経営成績の状況

　当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、原油など資源価格の更なる高騰が続き、物価上昇による消費意欲

の減退などの影響もあり、景況感の悪化が続きました。また、原材料価格の高騰が、企業収益の圧迫要因となり、景気動

向指数など企業心理を表す指標も大きく悪化しました。 

　このような状況のもとで、当社グループは企業理念「愛と美と豊かさの実践と追求」に基づき、コア事業である訪問

販売領域の販売組織満足を獲得するとともに、全てのステークホルダーの満足度の向上を目指し、「驚きと楽しさと

感動に溢れる美しい生き方」をともに創造し、幸せと豊かさを提供する「ワンダ・フル・カンパニー」として成長す

べく、企業活動に邁進してまいりました。

　具体的には、動員・増員・増客という基本の仕事を着実に行うとともに、「アイビーファン10万人づくり」をスロー

ガンに、新製品として「シールドサン ミスト ローション」「シールドサン ボディ クレンジング」「シールドサン

 ボディ ミルク 25」を発売するとともに、新たなお客様との出会いの場を作る「Love フェスタ」の推進などを積極

的に行いました。また、第２四半期連結会計期間に発売予定の大型スキンケアシリーズのリニューアルに向けて、開発

・生産に注力を行いました。

　しかしながら、当第１四半期連結会計期間においては、大型スキンケアシリーズのリニューアルを控え、販売組織全

体で在庫調整が若干発生したことも影響し、売上高は低調に推移しました。

　以上の結果、当第１四半期連結会計期間の業績は、売上高602,282千円、営業損失501,919千円、経常損失516,582千円、四

半期純損失317,880千円となりました。

　　(2）財政状態の状況

①資産、負債及び純資産の状況

（流動資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は2,724,682千円（前連結会計年度末は3,496,901千円）とな

り、前連結会計年度末に比べ772,218千円減少しました。これは主にたな卸資産が120,456千円、繰延税金資産が186,098
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千円増加したものの、現金及び預金が294,669千円、受取手形及び売掛金が818,330千円減少したことによるものであり

ます。

（固定資産）

　当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は2,483,183千円（前連結会計年度末は2,530,887千円）とな

り、前連結会計年度末に比べ47,703千円減少しました。これは主に有形固定資産が28,439千円減少し、貸倒引当金が

22,101千円増加したことによるものであります。

（流動負債）

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は1,925,970千円となり（前連結会計年度末は2,193,906千円）

となり、前連結会計年度末に比べ267,935千円減少しました。これは主に短期借入金が100,000千円、未払金が110,998千

円、未払法人税等が40,005千円減少したことによるものであります。

（固定負債）

　当第１四半期連結会計期間末における固定負債の残高は715,166千円（前連結会計年度末は732,560千円）となり、前

連結会計年度末に比べ17,394千円減少しました。これは主に社債が15,000千円減少したことによるものであります。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は2,566,728千円（前連結会計年度末は3,101,321千円）となり、

前連結会計年度末に比べ534,592千円減少しました。これは主に剰余金の配当が217,212千円、四半期純損失が317,880千

円計上されたたことによるものであります。この結果、自己資本比率は、49.3％（前連結会計年度末は51.5％）となり

ました。

②キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、売上債権が減少したものの、

税金等調整前四半期純損失の計上、たな卸資産の増加、配当金の支払等により、前連結会計年度末に比べ294,669千円減

少し、当連結会計年度末には869,193千円となりました。

　また当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローは次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結会計期間において営業活動の結果得られた資金は79,558千円となりました。

　これは主に税金等調整前四半期純損失516,582千円、たな卸資産の増加額120,456千円等があるものの、売上債権の減

少額818,330千円等があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結会計期間において投資活動の結果使用した資金は28,172千円となりました。

　これは主に有形固定資産の取得による支出14,590千円、貸付けによる支出14,406千円等があったことによるものであ

ります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結会計期間において財務活動の結果使用した資金は346,102千円となりました。

　これは主に短期借入金の純減額100,000千円、配当金の支払額217,559千円等があったことによるものであります。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

①　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要

な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。

②　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設について、美里工

場における空調設備の設置は、平成20年６月に完了しております。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年８月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 25,520,000 25,520,000 ジャスダック証券取引所 －

計 25,520,000 25,520,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

平成17年６月29日定時株主総会決議

 
第１四半期会計期間末現在
（平成20年６月30日）

新株予約権の数（個） 3,503

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 3,503,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） 532

新株予約権の行使期間
自　平成19年10月１日

至　平成22年９月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

１株の発行価格

１株の資本組入額

532

266

新株予約権の行使の条件

１．各新株予約権の一部行使は認められない。

２．新株予約権の割当てを受けた者は、権利行使時におい

て、当社の取締役及び従業員、当社顧問並びに当社取引先会

社（販売会社）の取締役の地位にあることを要する。

３．新株予約権者が死亡した場合は、相続人はこれを行使

できないものとする。 

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには当社取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項  －
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（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年４月１日～

平成20年６月30日　
－ 25,520,000 － 804,200 － 343,800

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。　

（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

　 平成20年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 3,798,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 21,560,000 21,560 －

単元未満株式 普通株式 162,000 －
１単元（1,000株）未満

の株式

発行済株式総数 25,520,000 － －

総株主の議決権 － 21,560 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれております。また、「議決

権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。

②【自己株式等】

　 平成20年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社アイビー化粧品
東京都港区赤坂６丁

目18番３号
3,798,000 － 3,798,000 14.88

計 － 3,798,000 － 3,798,000 14.88

　（注）　上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが実質的に所有していない株式が3,000株（議決権の数３

個）あります。なお、当該株式数は上記「①発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の欄に含まれてお

ります。

平成20年６月30日現在の実質所有の自己株式数は、3,799,200株であります。
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月

最高（円） 176 221 206

最低（円） 149 150 180

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。　
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、東光監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 919,193 1,213,862

受取手形及び売掛金 426,840 1,245,171

商品 65,783 86,407

製品 642,507 571,727

半製品 12,033 11,609

原材料 241,708 177,863

仕掛品 20,052 14,684

その他 427,671 199,133

貸倒引当金 △31,109 △23,558

流動資産合計 2,724,682 3,496,901

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 652,268

※
 661,934

土地 521,190 521,190

その他（純額） ※
 239,275

※
 258,049

有形固定資産合計 1,412,734 1,441,173

無形固定資産 172,432 183,087

投資その他の資産

差入保証金 613,076 621,661

その他 329,805 307,727

貸倒引当金 △44,864 △22,763

投資その他の資産合計 898,017 906,625

固定資産合計 2,483,183 2,530,887

資産合計 5,207,866 6,027,788
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 383,623 414,697

短期借入金 600,000 700,000

1年内償還予定の社債 530,000 530,000

未払法人税等 212 40,218

賞与引当金 67,536 114,121

その他 344,597 394,868

流動負債合計 1,925,970 2,193,906

固定負債

社債 395,000 410,000

退職給付引当金 98,985 95,831

役員退職慰労引当金 157,482 155,883

その他 63,699 70,846

固定負債合計 715,166 732,560

負債合計 2,641,137 2,926,467

純資産の部

株主資本

資本金 804,200 804,200

資本剰余金 343,800 343,800

利益剰余金 2,783,943 3,319,035

自己株式 △1,259,110 △1,259,110

株主資本合計 2,672,832 3,207,925

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 6,830 6,330

土地再評価差額金 △112,934 △112,934

評価・換算差額等合計 △106,104 △106,603

純資産合計 2,566,728 3,101,321

負債純資産合計 5,207,866 6,027,788
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成２０年４月１日
　至　平成２０年６月30日）

売上高 ※1
 602,282

売上原価 179,320

売上総利益 422,962

販売費及び一般管理費 ※2
 924,882

営業損失（△） △501,919

営業外収益

受取利息 1,048

受取配当金 154

受取賃貸料 9,780

雑収入 4,447

営業外収益合計 15,431

営業外費用

支払利息 5,515

賃貸収入原価 11,451

雑損失 13,128

営業外費用合計 30,094

経常損失（△） △516,582

税金等調整前四半期純損失（△） △516,582

法人税、住民税及び事業税 247

法人税等調整額 △198,949

法人税等合計 △198,702

四半期純損失（△） △317,880
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成２０年４月１日
　至　平成２０年６月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △516,582

減価償却費 60,570

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,153

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,599

賞与引当金の増減額（△は減少） △46,584

貸倒引当金の増減額（△は減少） 29,652

受取利息及び受取配当金 △1,203

支払利息 5,515

為替差損益（△は益） △46

売上債権の増減額（△は増加） 818,330

たな卸資産の増減額（△は増加） △120,456

仕入債務の増減額（△は減少） △31,073

未払金の増減額（△は減少） △113,049

その他 35,002

小計 124,826

利息及び配当金の受取額 1,131

利息の支払額 △6,145

法人税等の支払額 △40,253

営業活動によるキャッシュ・フロー 79,558

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △14,590

有形固定資産の売却による収入 692

無形固定資産の取得による支出 △10,854

貸付けによる支出 △14,406

貸付金の回収による収入 2,372

差入保証金の差入による支出 △703

差入保証金の回収による収入 9,318

投資活動によるキャッシュ・フロー △28,172

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △100,000

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △13,543

社債の償還による支出 △15,000

配当金の支払額 △217,559

財務活動によるキャッシュ・フロー △346,102

現金及び現金同等物に係る換算差額 46

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △294,669

現金及び現金同等物の期首残高 1,163,862

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 869,193
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

会計処理基準に関する事項の

変更

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法の

変更

　たな卸資産　

　通常の販売目的で保有するたな卸資産に

ついては、従来、主として総平均法による原

価法によっておりましたが、当第１四半期

連結会計期間より「棚卸資産の評価に関す

る会計基準」（企業会計基準第９号　平成

18年７月５日）が適用されたことに伴い、

主として総平均法による原価法（貸借対照

表価額については収益性の低下に基づく簿

価切下げの方法）により算定しておりま

す。

　これにより、損益に与える影響はありませ

ん。　

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

の変更

　有形固定資産　

　当社及び子会社は、法人税法の改正に伴

い、当第１四半期連結会計期間より、一部の

構築物について耐用年数を30年から18年

に、一部の機械装置について耐用年数を７

年・９年から５年・８年にそれぞれ変更し

ております。

　これにより、営業損失、経常損失及び税金

等調整前四半期純損失は、それぞれ904千円

増加しております。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は、2,754,823千円であ

ります。

※　有形固定資産の減価償却累計額は、2,723,918千円であ

ります。

（四半期連結損益計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※１　当社グループでは、主として第２四半期及び第４四半

期に集中して売上高が発生するため、通常、第１四半期

連結会計期間及び第３四半期連結会計期間の売上高

は、他の四半期連結会計期間の売上高と比べ著しく低

くなっております。　

　

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

　給与手当 222,142千円

　賞与引当金繰入額 59,954　

　退職給付費用 25,726　

　役員退職慰労引当金繰入額 1,599　

　貸倒引当金繰入額 36,556　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成20年６月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 919,193

預入期間が３か月を超える定期預金 △50,000

現金及び現金同等物 869,193
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　25,520,000株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　 3,799,200株

３．新株予約権等に関する事項

　旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権

　　新株予約権の目的となる株式の種類　　　 普通株式

　　新株予約権の目的となる株式の数　　　　3,503千株

　　新株予約権の四半期連結会計期間末残高　　 －千円

４．配当に関する事項

（決議）
株式の種類

配当金の総額
(千円)

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日

定時株主総会
普通株式 217,212 10.00 平成20年３月31日 平成20年６月30日  利益剰余金

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　当社グループは化粧品の専門メーカーとして、同一セグメントに属する化粧品の製造、販売を行っており、当

該事業以外に事業の種類がないため該当事項はありません。

【所在地別セグメント情報】

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

【海外売上高】

　海外売上高がないため該当事項はありません。

（有価証券関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）

　当該有価証券について前連結会計年度末から著しい変動がないため、注記しておりません。

（デリバティブ取引関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）

　当社グループは、デリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

　当第１四半期連結会計期間においてはストック・オプションを付与していないため、該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 118.17円 １株当たり純資産額 142.78円

２．１株当たり四半期純損失金額（△）等

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △14.63円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損

失であるため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額（△）の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

四半期純損失（△）（千円） △317,880

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失（△）（千円） △317,880

期中平均株式数（千株） 21,720

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

－

（重要な後発事象）

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

　該当事項はありません。

（リース取引関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

　取引残高について前連結会計年度末から著しい変動がないため、注記しておりません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月８日

株式会社アイビー化粧品

取締役会　御中

東光監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 佐藤　明充　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 勝　伸一郎　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アイビー化

粧品の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監

査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アイビー化粧品及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

　　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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